
100101

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

臼
塚
古
墳

石
臼塚

128

史跡

P.141

史
｜
１

う
す
づ
か
こ
ふ
ん

竜
王
山
古
墳

杉
日輪寺

129

史跡

P.141

史
｜
２

り
ゅ
う
お
う
ざ
ん
こ
ふ
ん

　

六
世
紀
前
半
に
造

ら
れ
た
円
墳
で
す
。

横
か
ら
入
る
構
造（
横

穴
式
石
室
）
で
、
羨せ

ん

道ど
う

・
前ぜ

ん

室し
つ

・
玄
室
か

ら
な
り
ま
す
。
玄
室

内
は
、
赤
白
青
の
三

色
で
人
物
・
連
続
三

角
文
な
ど
が
画
か
れ

た
装
飾
古
墳
で
す
。

石せ
き

人じ
ん

（
県
指
定
重
要

文
化
財
→
三
七
頁
）・

埴は
に

輪わ

・
須す

恵え

器き

・
鉄
器
・

装そ
う

身し
ん

具ぐ

類
が
出
土
し

て
い
ま
す
。　
（
前
田
）

　

日
輪
寺
山
（
竜
王

山
）
山
頂
に
築
か
れ

た
豪
族
の
墓
で
、
築

造
は
四
世
紀
末
～
五

世
紀
初
頭
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
内

の
古
墳
の
中
で
は
最

古
級
の
も
の
で
、
竪た

て

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

を
有
す
る

唯
一
の
古
墳
で
す
。

昭
和
四
十
四
年
「
ツ

ツ
ジ
公
園
」
造
成

中
に
発
見
さ
れ
ま
し

た
。　
　
　

	（
前
田
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝

(現行)山鹿市の指定文化財　冊子.indd   101(現行)山鹿市の指定文化財　冊子.indd   101 2024/05/23   17:282024/05/23   17:28



102103

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

中
村
廃
寺
心
礎

中
熊野神社

131

史跡

P.141

史
｜
４

な
か
む
ら
は
い
じ	

し
ん
そ

赤
穂
義
士
遺
髪
塔

杉
日輪寺

130

史跡

P.141

史
｜
３

あ
こ
う
ぎ
し	

い
は
つ
と
う

　

赤
穂
藩
の
大お

お

石い
し

内く
ら
の
す
け

蔵
助
ら
十
七
名
が

細
川
家
預
り
の
う
え

切
腹
し
た
遺
髪
を
、

細
川
家
々
臣
で
あ
っ

た
堀
内
伝で
ん

右え

衛
門も

ん

が

檀だ
ん

那な

寺
の
日
輪
寺
で

供
養
し
た
碑
で
す
。

　

毎
年
、
二
月
四

日
に
義
士
祭
が
行
わ

れ
、
供
養
が
続
い
て

い
ま
す
。　
（
橋
本
）

　

平
安
時
代
後
期

（
一
〇
世
紀
頃
）
に

あ
っ
た
塔
の
心
柱
を

支
え
る
礎
石
で
す
。

石
の
中
央
に
は
直
径

四
二
㌢
、
深
さ
六
㌢

の
ほ
ぞ
穴
が
彫
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
大

き
さ
か
ら
、
塔
は
三

重
塔
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
周
辺
か
ら
は
、

布
目
瓦
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝 市  

名
勝
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102103

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

御
宇
田
氏
墓
所

鹿本町
御宇田

132

史跡

P.140

史
｜
５

み
う
た
し	

ぼ
し
ょ

駄
の
原
釜
石
古
墳

鹿央町
合里�駄の原

133

史跡

P.141

史
｜
６

だ
の
は
る
か
ま
い
し
こ
ふ
ん

　

墓
地
右
側
に
は
、
当
地

の
開
発
に
尽
く
し
た
御
宇

田
氏
の
功
績
を
称
え
る

祟し
ゅ
う
し
ん

真
の
碑
（
記
念
碑
）
が

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
奥

に
は
、
御
宇
田
ど
ん
の
墓

と
い
わ
れ
る
高
さ
一
一
一

㌢
、
最
大
幅
七
九
㌢
の
五

輪
塔
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

墓
所
の
南
下
段
に
は
、
寛

正
七
（
一
四
六
六
）
年
の

紀
年
銘
の
あ
る
凝
ぎ
ょ
う
か
い灰
岩が
ん

、

自
然
石
の
板
い
た
び

碑
（
甲こ
う

佐さ

合

戦
の
戦
死
者
の
供
養
）
が

立
っ
て
い
ま
す
。（
大
墨
）

　

釜
石
と
呼
ば
れ
る
大

き
な
石
積
み
は
、
古
墳

の
石
室
で
す
。
駄
の
原

長
者
と
菊
鹿
町
の
米よ

な

原ば
る

長
者
と
の
宝
く
ら
べ
伝

説
で
知
ら
れ
る
こ
の
地

一
帯
は
、
は
る
か
縄
文

の
昔
か
ら
の
生
活
の
場

で
あ
っ
た
よ
う
で
、
黒こ

く

曜よ
う

石せ
き

の
鏃
や
じ
り

な
ど
が
数

多
く
採
取
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
は
圃ほ

じ
ょ
う場

整
備
事

業
で
な
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
釜
石
の
近
く
に

は
、
馬
走
り
と
い
っ
た

細
長
い
畑
が
あ
り
ま
し

た
。　
　
　
　
（
飯
田
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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104105

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

康
平
寺

鹿央町
霜野

134

史跡

P.141

史
｜
７

こ
う
へ
い
じ

長
福
寺

鹿央町
北谷

135

史跡

P.141

史
｜
８

ち
ょ
う
ふ
く
じ

　

平
安
時
代
（
康
平

元
〔
一
〇
五
八
〕）
年

に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
の
延え
ん

暦
り
ゃ
く

寺じ

と
同

様
、
元
号
を
名
前
と

し
た
数
少
な
い
お
寺

で
す
。
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

に
な

ら
っ
た
山
岳
寺
院
で
、

当
時
は
多
く
の
僧
が

修
行
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
現
在
の
お
堂

は
、
江
戸
時
代
中
期

の
宝ほ
う

暦れ
き

ご
ろ
（
一
八

世
紀
中
頃
）
の
建
立

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。		　

						（
菊
川
）

康こ
う
へ
い平
元（
一
〇
五
八
）

年
、
後ご
れ
い
ぜ
い

冷
泉
天
皇
が
恵け
い

公こ
う

上
人
に
建
て
さ
せ
た

天
台
宗
の
お
寺
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
康
平

寺
を
中
心
に
、
四
方
に

あ
る
谷
の
う
ち
、
北
の

谷
を
守
護
す
る
寺
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
、
天て
ん
ぶ
ん文

十
八
（
一
五
四
九
）
年

の
刻
銘
を
持
つ
大
だ
い
じ
ょ
う乗

妙み
ょ
う

典て
ん

奉
納
の
塔
の
ほ

か
、
石
塔
群
が
立
ち
並

ん
で
い
ま
す
。（
菊
川
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝 市  

名
勝
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104105

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

下
米
野
横
穴
群

鹿央町
合里�下米野

136

史跡

P.141

史
｜
９

し
も
め
の	

よ
こ
あ
な
ぐ
ん

鬼
塚
古
墳

鹿央町
岩原

137

史跡

P.141

史
｜
10

お
に
つ
か	

こ
ふ
ん		

　

岩い
わ
ば
る原

川
西
岸
崖
面
に

造
ら
れ
た
横
穴
群
で

す
。
昭
和
四
十
八
年
に

鹿
央
町
教
育
委
員
会
が

調
査
を
実
施
し
、
四
八

基
の
存
在
を
確
認
し
ま

し
た
。
こ
の
横
穴
群
の

特
徴
は
、
密
集
度
が
高

い
こ
と
で
す
。
横
穴
が

上
下
重
な
る
よ
う
に
、

三
段
に
わ
た
り
開
口
し

て
い
ま
す
。
横
穴
内
部

は
複
室
も
認
め
ら
れ
ま

す
が
、
単
室
が
大
部
分

で
す
。	　

				（
多
田
隈
）

　

岩
原
古
墳
群
か
ら
南

東
約
五
〇
〇
㍍
の
地
点

で
、
岩
原
八
幡
宮
の
す

ぐ
近
く
に
あ
る
円
墳
で

す
。
東
西
二
六
・
五
㍍
、

南
北
二
二
・
三
㍍
、
高

さ
五
・
五
㍍
の
大
き
さ

で
、
周
辺
が
削
平
さ
れ

て
、
や
や
楕
円
形
に
な

っ
て
い
ま
す
。
墳
丘
の

北
側
斜
面
で
は
石
材
が

露
出
し
、
南
斜
面
は
平

坦
に
削
ら
れ
て
、
観
音

堂
が
建
っ
て
い
ま
す
。

（
多
田
隈
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

双
塚
古
墳

鹿央町
広�下原

138

史跡

P.141

史
｜
11

ふ
た
つ
か
こ
ふ
ん

下
原
古
墳

鹿央町
広　下原

139

史跡

P.141

史
｜
12

し
も
ば
る	

こ
ふ
ん		

　

旧
鹿
央
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
近
く
に
あ
り
ま

す
。「
双
塚
」
と
い
う

名
の
と
お
り
、
二
基
の

円
墳
が
あ
り
ま
す
。
一

号
墳
は
、
横
穴
式
石
室

で
、
石
室
内
部
が
開
口

し
、
天
井
石
が
露
出
し

て
い
ま
す
。

　

二
号
墳
は
、
周し

ゅ
う
こ
う溝
が

確
認
さ
れ
た
だ
け
で
、

主し
ゅ
た
い
ぶ

体
部
は
未
調
査
の
た

め
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
出
土
品
に
は
、
須す

恵え

器き

（
甕か

め

と
坏つ

き

）
片
が

あ
り
ま
す
。			（
江
藤
）

１号墳２号墳

　

古
墳
時
代
後
期
の

円
墳
で
、
近
く
に
あ

る
双
塚
古
墳
と
同
種

の
円
墳
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
調

査
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

昔
は
、
付
近
に
古

墳
が
点
在
し
て
い
た

ら
し
い
の
で
す
が
、

ほ
ぼ
原
形
の
ま
ま
で

今
も
残
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
下
原
古
墳

だ
け
で
、
大
変
貴
重

な
も
の
で
す
。（江

藤
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝 市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

元
広
の
豊
前
街
道
里
数
木
跡

鹿央町
広�元広

140

史跡

P.141

史
｜
13

も
と
ひ
ろ
の	

ぶ
ぜ
ん
が
い
ど
う

り
す
う
ぎ
あ
と

島
已
兮
の
墓

鹿央町
合里�下米野

141

史跡

P.141

史
｜
14

し
ま	

い
け
い
の
は
か

　

こ
の
場
所
は
、
熊
本
城

か
ら
五
里
の
場
所
に
あ
た

り
ま
す
。
以
前
は
、
道
の

両
脇
の
塚
に
雌
雄
の
榎
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
三
〇
年
代
に
枯
れ
、

今
は
東
西
の
塚
だ
け
を
残

し
て
い
ま
す
。
豊
前
街
道

中
、
歴
然
と
江
戸
時
代
の

姿
を
残
す
唯
一
の
場
所
で
、

天
保
十
三
（
一
八
四
二
）

年
の
「
略り
ゃ
く
て
か
が
み

手
鑑
」
や
「
元げ

ん

禄ろ
く

国く
に

絵え

図ず

」（
一
七
世
紀
末
）

な
ど
に
も
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。　　
　
（
多
田
隈
）

　
「
か
い
こ
の
神
様
」
と
い

わ
れ
、
肥
後
の
養よ
う

蚕さ
ん

業ぎ
ょ
うの

普
及
発
展
に
貢
献
し
た
志

賀
親ち
か

民た
み

半は
ん

右え

も

ん

衛
門
（
隠
居

し
て
島
已
兮
と
改
名
）
の

お
墓
で
す
。
下
米
野
に
住

み
、
養
蚕
な
ら
び
に
織
絹

方
主
任
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、

広
く
肥
後
の
各
地
を
巡
回

し
指
導
に
あ
た
り
ま
し

た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
藩
か
ら
度
々
褒ほ
う
し
ょ
う賞
を

受
け
て
い
ま
す
。
寛
政
八

（
一
七
九
六
）
年
十
二
月
二

日
、
七
十
五
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。　
　
　
（
江
藤
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

千
田
八
島

鹿央町
千田八幡宮

142

史跡

P.141

史
｜
15

ち
だ
や
し
ま

西
福
寺
磨
崖
仏

城
西福寺

143

史跡

P.140

史
｜
16

さ
い
ふ
く
じ
ま
が
い
ぶ
つ

　

千
田
八
幡
宮
内
の
大
き

な
池
の
中
に
八
つ
の
島
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
次

の
よ
う
な
伝
説
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

今
か
ら
一
七
〇
〇
年
程

前
、
景け

い
こ
う行
天
皇
が
熊く
ま

襲そ

征

伐
の
た
め
、
山
鹿
に
着
か

れ
、
こ
の
付
近
の
賊
を
退

治
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
当

時
、
こ
の
一
帯
は
「
茂も

賀が

の
浦
」
と
い
う
湖
だ
っ
た

の
で
す
が
、
中
か
ら
八
つ

の
頭
を
持
つ
大
亀
が
現

れ
、
や
が
て
天
に
昇
り
、

八
神
の
姿
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
天
皇
は
、
八

つ
の
島
を
設
け
、
そ
の
八

神
を
祀
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。　
　
　
　
（
江
藤
）

　

楠
と
椋
の
巨
木
の

根
元
に
あ
る
崖
面

に
、
二
体
の
観
音
像

が
陽
刻
さ
れ
て
い
ま

す
。
右
面
の
聖

し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

像
に
は
正

し
ょ
う
へ
い平

二
十
四

（
一
三
六
九
）
年
の

銘
が
見
え
ま
す
。
こ

の
周
辺
は
中
世
の
禅

寺
で
あ
る
、
西
福
寺

の
跡
地
と
さ
れ
て
い

て
、
磨
崖
仏
も
そ
の

寺
に
関
連
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。　
　
　
（
福
本
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝 市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

中
川
双
子
塚

鹿本町
中川

144

史跡

P.140

史
｜
17

な
か
が
わ	

ふ
た
つ
か

亀
塚
古
墳

方保田
塚の本

145

史跡

P.141

史
｜
18

が
め
づ
か
こ
ふ
ん

　

菊
池
川
の
東
側
、
川
北

集
落
の
北
方
に
開
け
た
水

田
地
帯
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

立
地
の
中
央
に
残
る
残

丘
と
付
随
す
る
小
塚
一
基

か
ら
な
り
、
古
墳
時
代
前

期
の
前
方
後
円
墳
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
付
近
で
は
弥
生
時

代
の
甕
棺
が
一
基
発
掘
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
野
部
を

望
む
丘
陵
や
台
地
上
に
墓

地
が
作
ら
れ
て
い
た
時
代
、

低
地
に
あ
た
る
こ
の
地
に

既
に
人
が
住
み
、
古
墳
を

造
る
権
力
者
が
い
た
こ
と

を
示
す
貴
重
な
遺
跡
で
す
。					

　
（
隈
部
）

　

か
な
り
破
壊
さ

れ
て
い
て
、
元
の

形
を
残
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
前
方
部
を

東
へ
向
け
る
前
方

後
円
墳
で
す
。
正

式
な
調
査
が
行
わ

れ
て
い
な
い
の
で
、

時
代
や
内
部
な
ど
、

詳
細
は
不
明
で
す
。

（
事
務
局
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

端
山
塚
古
墳

方保田
塚の本

146

史跡

P.141

史
｜
19

は
や
ま
づ
か
こ
ふ
ん

円
通
寺
口
の
岩
地
蔵

城
円通寺

147

史跡

P.141

史
｜
20

え
ん
つ
う
じ
ぐ
ち
の
い
わ
ん
じ
ぞ
う

　

亀
塚
古
墳
か
ら
西

へ
わ
ず
か
八
〇
㍍
の

地
点
に
あ
る
円
墳
で

す
。
菊
池
川
の
流
れ

に
よ
っ
て
、
墳
丘
南

側
が
削
ら
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
測
量
さ

れ
た
と
き
に
は
、
直

径
二
六
㍍
、
高
さ
六
・

八
㍍
で
し
た
。

　

内
部
は
ま
だ
調
査

が
行
わ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
で
す
。

（
事
務
局
）

	

戦
国
末
期(

十
六

世
紀
末
）
に
起
こ
っ

た
肥
後
国
衆
一
揆
の

戦
没
者
を
供
養
す
る

た
め
に
、
有
縁
者
が

地
蔵
尊
を
刻
ん
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
室
町
時

代
と
推
定
さ
れ
る
地

蔵
尊
も
見
ら
れ
、
地

蔵
尊
の
総
数
は
二
〇

体
近
く
に
上
る
よ
う

で
す
。		　

			（
福
本
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  
名
勝

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

111

市指定

所在地

地図

110

北
山
円
心
の
塔

鹿北町
芋生�釘の花

148

史跡

P.139

史
｜
21

き
た
や
ま
え
ん
し
ん
の
と
う

御
宇
田
五
山
跡

鹿本町
御宇田

149

史跡

P.140

史
｜
22

み
う
た	

ご
ざ
ん
あ
と

	

北
山
円
心
は
芋
生
の
宮
相
撲
の
力
士
で
し
た
が
、
い
つ

も
負
け
る
の
で
彦
岳
権
現
さ
ん
に
願
い
を
か
け
、
毎
日
猛

宗
竹
を
一
本
ず
つ
担
い
で
上
り
、
一
心
に
願
い
を
か
け
ま

し
た
。
そ
し
て
百
日
目
の
満
願
の
日
、
つ
い
に
願
い
が
叶

い
、
百
本
の
竹
を
一
度
に
か
つ
い
で
帰
る
程
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
満
願
成
就
の
碑
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
高
巣
）

　

平
安
末
か
ら
室

町
時
代
の
頃
、
御

宇
田
氏
は
五
つ
の

寺
院
を
創
建
し
て
、

こ
の
地
方
の
文
化

の
拠
点
と
し
ま
し

た
。
御
宇
田
五
山

は
、
安あ

ん

養よ
う

寺じ

、
大だ

い

光こ
う

寺じ

、
中

ち
ゅ
う

正
し
ょ
う

寺じ

、

実じ
っ

西さ
い

寺じ

、
西さ

い

光こ
う

寺じ

を
指
し
ま
す
。
そ

の
跡
は
、
庶
民
信

仰
の
対
象
と
な
り
、

現
在
に
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

（
大
墨
）

西光寺跡

実西寺跡

安養寺跡

大光寺跡

中正寺跡

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝
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113

市指定

所在地

地図

112

市指定

所在地

地図

小
西
行
長
供
養
塔

鹿本町
中川��川北

150

史跡

P.140

史
｜
23

こ
に
し
ゆ
き
な
が	

く
よ
う
と
う

下
高
橋
の
御
高
札
場
跡

鹿本町
下高橋

151

史跡

P.140

史
｜
24

し
も
た
か
は
し
の	

ご
こ
う
さ
つ
ば
あ
と

　

宇
土
城
主
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
小
西
行
長
は
、
慶
長
五

（
一
六
〇
〇
）
年
、関
ケ
原
の
戦
い
で
敗
れ
、処
刑
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
死
を
悼い

た

ん
で
、
家
臣
や
信
徒
た
ち
が
建
立
し
た
供
養
塔
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
塔
に
は
、
慶
長
五
年
十
月
六
日
の
銘
が
あ

り
、
石
碑
の
下
端
に
は
十
字
の
刻
印
が
あ
り
ま
す
。				（
隈
部
）

　

下
高
橋
の
集
落
を

通
る
県
道
沿
い
に
、

六
地
蔵
と
並
ん
で
現

存
し
て
い
ま
す
。
二

本
の
石
柱
の
間
に
、

板
を
挟
む
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

高
札
と
は
江
戸
時

代
の
掲
示
板
で
、
幕

府
の
発
す
る
法
令
や

藩
の
達
し
を
示
し
て
、

住
民
に
知
ら
せ
て
い

ま
し
た
。					（
芹
川
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古
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形
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化
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形
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史
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勝
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市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
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市  

天
然
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形
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勝
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113

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

112

堤
古
墳

鹿央町
合里�寺米野

152

史跡

P.141

史
｜
25

つ
つ
み
こ
ふ
ん

芹
ヶ
迫
古
墳

鹿央町
広　上広

153

史跡

P.141

史
｜
26

せ
り
が
さ
こ	

こ
ふ
ん

　

古
墳
時
代
後
期

（
約
一
五
〇
〇
年
前
）

の
横
穴
式
石
室
を
持

つ
円
墳
で
す
。
墳
丘

の
直
径
は
約
一
六

㍍
で
、
周
り
に
幅
約

五
十
㌢
の
周し
ゅ
う
こ
う溝
を
め

ぐ
ら
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
の
圃ほ

場
整
備
事
業
で
発
掘

調
査
さ
れ
、
石
室
内

か
ら
刀と
う
す子

、
鉄て

つ
ぞ
く鏃

な

ど
の
副
葬
品
が
出
土

し
ま
し
た
。	（
飯
田
）

　

芹
ヶ
迫
古
墳
は
、

駄
の
原
釜
石
古
墳
が

あ
る
台
地
の
東
端
部

に
位
置
し
ま
す
。
古

墳
時
代
後
期
（
約

一
五
〇
〇
年
前
）
の

円
墳
二
基
で
、
墳
丘

の
周
り
に
は
円
形
の

溝
が
め
ぐ
っ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
墳

丘
は
、
か
な
り
削
ら

れ
て
い
ま
す
。（

飯
田
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
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書

市
古
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書

市考古市考古
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形

  

文
化
財
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形

  

文
化
財
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有
形

  

　
民
俗
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形
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史
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史
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市  

天
然

  

記
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物
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天
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無
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民
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形
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名
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名
勝

国
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県
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市
建
造
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市考古

市  

無
形

  

文
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財
市  

有
形
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史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝
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115 114

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

浦
大
間
古
墳
群

鹿央町
千田�上千田

154

史跡

P.141

史
｜
27

う
ら
だ
い
ま	

こ
ふ
ん
ぐ
ん

庄
林
隼
人
自
休
居
士
荼
毘
塚

菊鹿町
上内田�原

155

史跡

P.140

史
｜
28

し
ょ
う
ば
や
し	

は
や
と	

じ
き
ゅ
う
こ
じ	

だ
び
づ
か

　

昭
和
五
十
五
年
の
圃

場
整
備
の
際
に
、
一
〇

基
の
方
形
周
溝
墓
が
発

見
さ
れ
、
調
査
さ
れ
ま

し
た
。
石
棺
の
種
類
は

さ
ま
ざ
ま
で
大
変
貴
重

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
整

備
地
の
一
角
に
石
棺
を

集
め
、
埋
め
戻
し
て
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
出
土
品
と
し
て
は
、

四
世
紀
後
半
か
ら
五
世

紀
中
頃
の
丹
壷
、
櫛
な

ど
が
あ
り
ま
す
。（江

藤
）

	

加
藤
清
正
の
家
臣
で
、
上
内
田
村
を
給き

ゅ
う
ち地

さ
れ
た
庄
林

隼
人
は
、
水
不
足
に
苦
し
ん
で
い
た
原は

る

、
中な

か

原ば
る

地
区
の
灌か

ん

漑が
い

工
事
に
貢
献
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所

は
、
隼
人
が
火
葬
さ
れ
た
場
所
で
、
彼
へ
の
報
恩
の
碑
が

地
元
住
民
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。			（
事
務
局
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
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市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
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名
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書
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文
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市  

有
形

  

　
民
俗

市  
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史
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天
然
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市  

天
然
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市指定

所在地

地図

115

市指定

所在地

地図

114

清
潭
寺
の
隈
部
家
墓
地

菊鹿町
上永野清潭寺

156

史跡

P.140

史
｜
29

せ
い
た
ん
じ
の	

く
ま
べ
け
ぼ
ち

湯
の
口
溜
池
附
遠
山
神
社

157

史跡

P.140

史
｜
30

ゆ
の
く
ち
た
め
い
け	

つ
け
た
り	

と
お
や
ま
じ
ん
じ
ゃ

蒲生

　

隈
部
氏
と
そ
の

縁
類
の
墓
地
で
す
。

宝ほ
う

篋
き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

・
五
輪

塔
・
板
碑
が
あ
り
、

塔
銘
に
喜
伯
道
悦
天

文
八
年
己
亥
閏
六
月

十
日
（
隈
部
貞さ
だ
あ
き明

・

十
一
代
）、
高
峰
順

天
天
文
十
九
年
庚
戌

六
月
十
八
日
（
隈
部

親ち
か
い
え家

・
十
二
代
）
な

ど
全
部
で
七
基
ほ
ど

が
見
ら
れ
ま
す
。

（
竹
下
）

　

溜
池
は
遠
山
彌や

二じ

兵べ

衛え

に
よ
っ
て
安
政
二

（
一
八
五
五
）
年
か
ら
二

年
が
か
り
で
築
造
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

当
時
約
五
〇
〇
㌶
の
土

地
へ
の
用
水
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
神
社
は

遠
山
氏
の
遺
言
に
よ
り
、

溜
池
横
に
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
毎
年
四
月
四
日
、

氏
の
遺
徳
を
偲
び
、
区

民
こ
ぞ
っ
て
例
祭
を
行

っ
て
い
ま
す
。		（
森
本
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻
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市
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市
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史
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無
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史
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116117

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

城
村
城
跡

158

史跡

P.141

史
｜
31

じ
ょ
う
む
ら
じ
ょ
う
あ
と

平
山
城
跡

平山
字大門

城
字城

159

史跡

P.139

史
｜
32

ひ
ら
や
ま
じ
ょ
う
あ
と

　

菊
池
八
代
能よ

し

隆た
か

の
第

四
子
隆た
か

経つ
ね

が
、
文ぶ

ん

永え
い

五

（
一
二
六
八
）年
入
居
し
、

城じ
ょ
う

氏
を
名
乗
り
ま
す
。

天て
ん

文ぶ
ん

十
九
（
一
五
五
〇
）

年
、
十
二
代
城
親ち
か

冬ふ
ゆ

が
隈
本
城
に
移
っ
た

た
め
隈く
ま

部べ

親ち
か

泰や
す

が
入
城

し
ま
し
た
。
天
正
十
五

（
一
五
八
七
）
年
の
肥
後

国
衆
一
揆
で
は
、
こ
の

城
を
中
心
に
、
隈
部
軍

と
佐
々
軍
で
大
き
な
戦

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
福
本
）

　

室
町
時
代
の
初
期

に
菊
池
家
の
分
家
で

あ
る
、
蛇へ

び

塚づ
か

九く

郎ろ
う

定さ
だ

氏う
じ

の
三
男
平
山
秀ひ

で

世よ

に
よ
っ
て
築
城
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
廃
城
時
期
は

不
明
で
す
が
、
永え

い

正
し
ょ
う

元
（
一
五
〇
四
）
年

に
平
山
秀ひ

で

直な
お

の
名
が

あ
る
の
で
、
こ
の
頃

ま
で
は
続
い
て
い
た

よ
う
で
す
。
西
南
戦

争
で
は
、
政
府
軍
の

陣
地
と
し
て
使
用
さ

れ
ま
し
た
。		（
福
本
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
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文
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市
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市考古市考古 市考古
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無
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史
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史
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天
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記
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天
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記
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無
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無
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名
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名
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名
勝
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116117

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

西
付
城
跡

城
院の馬場

160

史跡

P.141

史
｜
33

に
し
つ
け
じ
ろ
あ
と

黄
金
塚
古
墳

菊鹿町
松尾�鐘掛松

161

史跡

P.140

史
｜
34

こ
が
ね
づ
か
こ
ふ
ん

　

天
正
十
五
（
一
五
八

七
）
年
の
肥
後
国
衆

一
揆
の
時
、
佐
々
成

政
が
城
村
城
を
攻
め

て
い
る
と
、
佐
々
の

本
城
で
あ
る
隈
本
城

が
攻
め
ら
れ
ま
し
た
。

成
政
は
、
軍
を
引
き

揚
げ
る
際
、
備
え
と

し
て
東
西
二
つ
の
出

城
を
築
き
ま
し
た
。

成
政
軍
の
一
八
〇
余

名
が
こ
こ
に
籠こ

も

っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
福
本
）

　

鞠き
く
ち
じ
ょ
う

智
城
の
近
く
に

あ
る
円
墳
で
す
。
伝

説
で
は
「
米よ

な
ば
る原

長
者

ど
ん
の
金か

ね
ぐ
ら蔵
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
部
は
横
穴
式
石

室
で
、
普
通
の
大
き

さ
の
石
室
と
さ
ら
に

小
型
の
石
室
を
持
っ

て
い
ま
す
。
築
造
年

代
は
六
世
紀
後
半
頃

と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。　
　
　
（
平
井
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
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名
勝市  

名
勝
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118119

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

芋
生
摂
津
守
四
代
目
の
墓

鹿北町
芋生��才野

162

史跡

P.139

史
｜
35

い
も
う
せ
っ
つ
の
か
み

よ
ん
だ
い
め
の
は
か

妙
見
遺
跡

鹿本町
御宇田

163

史跡

P.140

史
｜
36

み
ょ
う
け
ん
い
せ
き

　

正
面
に
「
皈
元
了

心
霊
仁
／
宝
永
六

年
／
十
二
月
十
日
」、

裏
面
の
左
下
に
「
芋

生
ゑ
ち
せ
ん
よ
代
め

俗
名
小
平
次
」
と
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
宝ほ
う
え
い永
年

間
（
一
七
〇
四
～

一
七
一
一
）
こ
の
地

を
支
配
し
て
い
た
芋い
も

生う

摂せ
っ
つ
の津
守か

み

四
代
目
の

墓
で
は
な
い
か
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
高
巣
）

　

昭
和
六
十
一
年
に

県
営
畑
総
事
業
に
伴

い
発
掘
調
査
が
実
施

さ
れ
、
八
～
九
世
紀

を
中
心
と
し
た
建
物

跡
な
ど
の
ほ
か
、
中

国
の
青せ

い

磁じ

（
越

え
っ
し
ゅ
う州

窯よ
う

）
や
硯
（
円え

ん

面め
ん

硯け
ん

）、帯
の
飾
具
（
石

製
巡じ

ゅ
ん
ぽ
う
方
）
な
ど
貴
重

な
品
々
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
の
役

所
か
そ
の
関
連
施
設

跡
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。　
　
（
大
墨
）
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118119

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

中
尾
古
墳

鹿央町
千田�中尾

164

史跡

P.141

史
｜
37

な
か
お
こ
ふ
ん

久
野
古
墳

鹿央町
千田�久野

165

史跡

P.141

史
｜
38

ひ
さ
の
こ
ふ
ん

　

植
木
町
と
の
境
界

近
く
の
山
林
の
中
に

あ
り
ま
す
。

　

直
径
が
一
〇
㍍
を

超
え
る
円
墳
で
す
。

	
既
に
盗
掘
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
詳
細

は
未
調
査
の
た
め
不

明
で
す
。			（
江
藤
）

　

全
長
約
七
十
㍍
の

巨
大
な
前
方
後
円
墳

で
す
。
残
念
な
が
ら
、

後
円
部
は
共
同
墓
地

と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
た
め
、
十
分
な

調
査
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
当
時
の
時

の
有
力
者
・
豪
族
の

墓
と
思
わ
れ
ま
す
。

『
鹿
本
郡
誌
』
に
も

記
さ
れ
て
い
て
、
石

棺
が
見
え
た
と
あ
り

ま
す
。	　

				（
江
藤
）
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市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

霜
野
城
跡

鹿央町
霜野

167

史跡

P.141

史
｜
40

し
も
の
じ
ょ
う
あ
と

早
馬
塚
古
墳

鹿央町
千田��宮

166

史跡

P.141

史
｜
39

は
や
ま
づ
か
こ
ふ
ん

　

古
墳
中
期
の
円
墳

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
鹿
本
郡
誌
』
に
は

「
円
形
古
墳
に
し
て
殆

ど
完
全
な
り
。
周
囲

十
九
間
、
高
さ
二
間

三
尺
な
り
。
万
里
の

名
馬
戦
に
疲
れ
て
、

こ
こ
に
死
し
た
る
を

埋
め
る
。」
と
あ
り
ま

す
が
、こ
れ
は
「
早
馬
」

と
い
う
地
名
か
ら
の

伝
承
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
江
藤
）

	

代
々
、
内う
ち

空こ

閑が

氏
の
居
城

で
、
肥
後
国く
に
し
ゅ
う衆
一
揆
後
に

廃
絶
し
た
よ
う
で
す
。
城

の
総
面
積
は
九
㌶
以
上
に

及
び
ま
す
。
尾
根
の
最
高

部
分
（
茶
臼
と
呼
ば
れ
て

い
る
）
が
整
地
さ
れ
本
丸

と
な
り
、
北
東
部
は
高
さ

一
〇
㍍
余
り
の
切
り
落
と

し
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
下
段
に
は
お

花
畑
と
呼
ば
れ
る
広
い
平

地
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら

焼
米
や
生
活
用
具
な
ど
が

出
土
し
た
と
い
う
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。　
（
菊
川
）
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市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

建
立
寺
跡

鹿央町
合里�寺米野

168

史跡

P.141

史
｜
41

け
ん
り
ゅ
う
じ
あ
と

不
動
岩

蒲生

169

名勝

P.140

名
｜
１

ふ
ど
う
が
ん

	

米
野
に
は
昔
、
寺
が

九
つ
あ
っ
た
と
あ
り
、

現
在
も
寺
跡
の
五
ヶ
所

が
立
派
に
残
っ
て
い
ま

す
。
建
立
寺
は
そ
の
中

で
、
創
建
に
つ
い
て
判

る
唯
一
の
寺
で
す
。
創

建
碑
に
は
、
次
の
よ
う

に
刻
書
し
て
あ
り
ま

す
。

　

永
正
年
中
為
主
持
金

剛
佛
子
快
眞
法
師
造
立

ノ
敬
白　

正
徳
丙
申
七

月
完
日　

当
時
開
基
永

正
一
〇
癸
酉
三
月
五
日

施
主
尾
崎
喜
左
衛
門

（
飯
田
）

　

さ
ざ
れ
石
の
巨
大
岩
石
で
、
前ま

え
ふ
ど
う

不
動
、
中な

か
ふ
ど
う

不
動
、
後あ

と

不ふ

動ど
う

の
三
岩
か
ら
な
り
ま
す
。
付
け
根
に
は
不
動
神
社
の
拝
殿
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
地
方
に
住
む
人
の
精
神
的
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、
奇
岩
名
勝
と
し
て
熊
本
二
十
五
景
の
一
つ
に
も
数
え
ら

れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	（
森
本
）
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